
一
、
は
じ
め
に

　
変
体
漢
文
は
そ
の
生
成
過
程
か
ら
、
大
き
く
第
一
義
的
変
体
漢
文

と
第
二
義
的
変
体
漢
文
と
に
分
類
さ
れ 
る 
。
古
記
録
な
ど
の
第
一
義

　
１

的
変
体
漢
文
は
日
本
語
文
の
背
景
を
持
ち
な
が
ら
漢
字
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
文
で
あ 
り 
、
そ
れ
と
比
較
す
る
と
第
二
義
的
変
体
漢
文
は

　
２

日
本
語
文
を
前
提
と
す
る
と
い
う
生
成
過
程
を
経
る
の
で
、
よ
り
明

確
な
形
で
の
日
本
語
の
反
映
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
義
的
変
体
漢
文

を
生
成
す
る
際
に
は
、
そ
の
明
確
な
形
で
の
日
本
語
の
反
映
と
い
う

こ
と
と
、
第
二
義
的
で
あ
っ
て
も
漢
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま

り
日
本
語
文
で
あ
り
な
が
ら
漢
文
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
が
様
々
な
形

で
表
記
上
に
表
出
さ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
助
詞
助
動
詞
の
類
は
日
本
語
文
独
自
の
も
の
で
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
明
確
に
変
体
漢
文
中
に
表
記
し
よ
う
と
す
る
と
、

様
々
な
工
夫
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て
、

『
応
永
記
』
に
お
け
る
真
仮
名
使
用
が
指
摘
で
き
る
。

　『
応
永
記
』
は
、
応
永
六
（
一
三
九
九
）
年
に
起
き
た
、
大
内
義
弘

に
よ
る
足
利
幕
府
に
対
す
る
反
乱
を
描
い
た
軍
記
で
、
真
名
本
で
は

朝
倉
氏
蔵
本
と
、
一
部
片
仮
名
を
交
え
な
が
ら
も
朝
倉
氏
蔵
本
と
同

系
統
と
さ
れ
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
と
が
あ 
る 
。
そ
の
朝
倉
氏
蔵

　
３

本
の
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
表
記
は
、
小
書 
き 
と
真
仮
名
の
両
様
が
あ

４

り
、
初
め
は
小
書
き
で
表
記
さ
れ
な
が
ら
も
途
中
か
ら
真
仮
名
を
主

と
す
る
表
記
に
変
化
を
し
て
ゆ
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
小
林
賢

章
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い 
る 
。

　
５

真
名
化
を
試
み
た
人
物
は
、
本
来
漢
文
表
記
に
は
存
在
す
る
は

ず
の
な
い
「
ケ
リ
」
の
小
書
き
が
頻
出
す
る
こ
と
に
、
真
名
化

が
充
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
の
で
は
な

い
か
。

　
本
来
漢
文
表
記
に
存
在
し
な
い
「
ケ
リ
」
を
ど
の
よ
う
に
表
記
上

書
き
表
す
か
と
い
う
こ
と
は
、『
応
永
記
』
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
『
大

塔
物
語
』
で
は
「
梟
」
字
を
「
ケ
リ
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
を
漢
字
文
に
よ
っ
て
明
確
に
表
記
し
よ
う

と
す
る
と
、
日
本
語
文
と
漢
字
文
と
の
整
合
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
け
る
解
決
法

と
そ
の
背
後
に
つ
い
て
、
特
に
助
動
詞
の
「
ケ
リ
」
の
表
記
に
注
目

─　　─３５

中
世
真
名
軍
記
に
お
け
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
表
記
に
つ
い
て

橋
　
村
　
勝
　
明



し
て
検
討
を
し
て
ゆ
く
。
以
下
、
先
に
指
摘
を
し
た
小
書
き
、
真
仮

名
、
漢
字
表
記
の
順
に
検
討
を
し
て
ゆ
く
。

二
、
小
書
き
の
「
ケ
リ
」

　
漢
文
訓
読
資
料
に
お
け
る
仮
名
点
と
し
て
の
「
ケ
リ
」
は
、
築
島

裕
氏
に
よ
る
と
殆
ど
使
用
さ
れ
な
い
か
、
使
用
さ
れ
た
と
し
て
も
定

型
的
な
用
例
の
み
で
あ 
る 
。
も
ち
ろ
ん
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る

６

資
料
と
漢
文
訓
読
資
料
と
は
時
代
的
に
も
資
料
的
性
質
と
し
て
も
隔

た
り
は
あ
ろ
う
が
、
漢
字
文
の
訓
点
と
し
て
は
「
ケ
リ
」
が
多
用
さ

れ
な
い
な
か
、
次
に
掲
げ
る
用
例
の
よ
う
に
、
朝
倉
氏
蔵
本
『
応
永

記
』
に
お
い
て
訓
点
と
同
じ
様
式
で
「
ケ
リ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。『
応
永
記
』
の
用
例
を
掲
げ
る
。

応
永
六
年
九
月
比
客
星
南 
方 　ニ 
出  
　
ケ
ル
ヲ

陰
陽
頭
有
世 
勘 　ヘ 
申  
太
白

　
ケ
ル
ハ

与
二 
 
惑 
一

合 
交  

（
三
１
）

コ
ク
 

　
ス
ル

 
或 
陰
陽

ハ

 
勘  
雖
レ

有
二

兵
乱
一

非
二

ヘ
ニ
ハ

国
主 
凶 
一

唯
謀 
叛  
有 
二

大
将
一

ニ

ノ

テ

可
レ

易
レ 
地 
共
　
ヲ

 
申   

（
三
４
）

　
ケ
ル

　
小
林
賢
章
氏
は
、
こ
の
『
応
永
記
』
の
小
書
き
の
背
後
に
は
、
和

漢
混
淆
文
体
が
存
し
、
更
に
「
む
し
ろ
広
く
、「
ケ
リ
」
が
小
書
き
さ

れ
て
い
る
真
名
本
の
背
後
に
は
、
和
漢
混
淆
文
体
の
一
本
が
考
え
ら

ケ
イ

れ
よ 
う 
。」
と
し
て
、
同
種
の
資
料
と
し
て
『
源
平
闘
諍
録
』、
四
部

　
７

合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』、
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
を
挙
げ
て
お
ら

れ
る
。

　『
平
家
物
語
』
諸
本
に
つ
い
て
さ
ら
に
確
認
を
す
る
と
、
熱
田 
本 
、

　
８

平
松
家 
本 
に
つ
い
て
も
小
書
き
の
「
ケ
リ
」
が
認
め
ら
れ
る
。
同
文

　
９

的
箇
所
の
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。

　
熱
田
本
『
平
家
物
語
』

 
向 
二 
火  
仄 

　
テ
 
　
ノ
 ホ
ノ 
暗 　ラ
キ 
方 
一

　
ニ 
其
侭 
ヤ
ヲ
ラ 
抜 
二

　
キ 
出 　ヒ
テ 
此  
刀 
一 
引 
二

　
ノ
 　
ヲ
 
　
キ 
当      

　
テ
ラ
レ
ケ
レ
ハ

 鬂
 一
　
ニ 
従  
二

　
リ
ハ 
他 ヨ

 
所 
一 
如  
レ 
氷 

ソ
 
ヤ
ウ
ニ
ゾ
 　
ノ 

見   
諸
人 

　
ヘ
ケ
ル

 
目  

（
巻
一
・
三
ウ
２
）

　
ヲ

平
松
家
本
『
平
家
物
語
』

 
火  
漸  
暗  
方  
向  
和  
刀 
抜
出 

引

　
ノ
 ホ
ノ
 　
キ
 　
ニ
 　
テ
 ヤ
ヲ
ラ
 　
ヲ

 
当   
氷
何
度

　
ケ
ル
カ

 
様 　ニ
ソ 
見   
　
ヘ
ケ
ル

諸
人 
目 　ヲ

 

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
巻
一
・
四
オ
１
）

　
ま
た
、
語
学
的
な
観
点
か
ら
『
源
平
闘
諍
録
』
と
妙
本
寺
『
曽
我

物
語
』
と
の
共
通
の
成
立
基
盤
を
持
つ
と
指
摘
し 

、『
神
道 

』
に

つ
い
て
も
確
認
す
る
と
、
小
書
き
「
ケ
リ
」
が
確
認
さ
れ
る
。

抑
伊
勢
太
神
宮
此 
国 　ニ 
下 　タ

シ

時
、
第 
六 
天
魔
王 
見 
レ

　
ノ
 

　
て
 
之 　ヲ
、 
国 　ヲ

下 
、

    
　
ケ
ル
ヲ

太
神
宮
魔 
王 　に 
合 　玉
テ、 
我 
三 
宝 
名

　
ハ
 

　
ノ

 
字 

我

　
ヲ
モ

近
付　
ケ
シ、
疾
々
返

　
く
 

　
り

昇
 
　
玉
 ヘ
ト

帰

（
四
２
）

　
リ
玉
フ

澄
レ

ス
マ
シ
ケ
リ

ニ

清ス
マ
シ
ケ
リ

た 　１０

集 　１１

失 　
ハ
ン
ト
テ

云
、

　
ハ
ヌ
・
は
し

身 　
ニ
モ

誘

こ
し
ら
へ
・
玉
ケ
レ
ハ

─　　─３６



　
以
上
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
お
い
て
小
書
き
の
「
ケ
リ
」

を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、『
応
永
記
』
の
よ
う
に
真
名
本
で
あ
り
、

か
つ
試
行
錯
誤
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
資
料
や
、『
平
家
物
語
』『
曽

我
物
語
』
な
ど
の
よ
う
に
あ
る
程
度
真
名
本
と
し
て
の
資
料
的
な
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
小
書
き
」
と
し
て
良

い
が
、
成
立
過
程
が
不
明
確
な
資
料
に
つ
い
て
は
訓
点
と
小
書
き
と

を
判
別
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
で
あ
ろ
う
。

三
、
真
仮
名
の
「
ケ
リ
」

　
次
に
真
仮
名
の
「
ケ
リ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
以
下
に
掲
げ
る

『
応
永
記
』
の
よ
う
な
散
文
に
お
け
る
真
仮
名
の
使
用
例
は
、
全
編
に

わ
た
っ
て
真
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
真
名
本
『
伊
勢
物
語
』
な
ど

の
例
を
除
い
て
は
見
出
し
難
い
。

　
ケ
リ

民 
部 
大 
将 
不
レ

討
迚
向 
兵 
打 
背  
互 
我 
先 
討

　
ハ
 

　
ヲ
 

　
ヲ
 

ソ
ム
ケ
 　
ニ
 

　
ニ

 
死 
戦
計
利

　
ン
ト

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
二
四
　
）
１０

　
ケ
ル

去 
程 
義
弘
入
道
相
公 
已 
有
二

御
動
座
一

於
東
寺
御
出
之 
由 
伝
聞

　
ニ
 

　
ニ
 

　
ヲ

其
日
ハ
石 
津  
出 
向
レ 
北  
礼  
成 
計
流  
哉  
　
　
　
　
　 （
一
〇
７
）

　
ニ
 　
テ
 

　
ニ
 　
ヲ
 　
シ
 

ト
カ
ヤ

　
ケ
レ

味
方
有
二

四
方
一

我 
先 
破
　
ニ

 
入 　ン
ト 
気 
不
レ

　
ヲ
モ

 
継 
責
ツ
ガ

計 
礼 　ハ
城 
中 
四 
方 
走

　
ノ
 

　
ノ

従
レ

櫓
究 
竟 
強
弓
勢
兵
刺
詰
弯
詰
散 
 々

ノ

ニ 
射 
計
流 
　 （
一
四
１
）

タ
リ

　
右
の
用
例
の
ほ
か
に
も
用
例
は
存
す
る
が
、「
ケ
リ
」
の
真
仮
名
表

記
と
し
て
は
「
計
利
」（
３
例
）、「
計
流
」（
　
例
）、「
計
礼
」（
　
例
）

４２

２０

の
三
種
の
み
で
あ
る
。
他
の
真
名
軍
記
で
は
和
歌
に
真
仮
名
の
用
例

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。『
応
永
記
』
の
真
仮
名
と
は
表
記
の
背

景
が
異
な
る
の
で
単
純
に
は
比
較
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
用

字
の
比
較
の
た
め
に
用
例
を
掲
げ
る
。

　『
源
平
闘
諍
録
』
に
は
四
六 

が
掲
載
さ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

「
ケ
リ
」
を
含
む
の
は
四
首
で
あ
る
。

　
ケ
リ

　
　
　
美
山
木
其
梢
登
毛
和
賀
佐
利
志
桜
花
忍
顕
気
利

 

（
一
之
上
・
三
四
オ
４
）

　
ケ
ル

　
　
　
都
詠
月
諸
共
旅
空
出
気
留
哉 

（
八
之
上
・
四
ウ
９
）

　
ケ
レ

　
　
　
竹
子
守
山
古
曽
楚
多
知
希
礼 

（
一
之
上
・
二
五
ウ
５
）

　
　
　
桜
花
賀
茂
河
風
恨
那
与
散
於
江
古
曽
留
佐
里
希
連

（
一
之
上
・
二
九
オ
５
）

　
非
常
に
僅
か
な
用
例
で
は
あ
る
が
、「
ケ
リ
」
の
「
ケ
」
に
使
用
さ

れ
る
真
仮
名
に
は
「
気
」「
希
」
の
二
種
が
認
め
ら
れ
る
。

　
熱
田
本
『
平
家
物
語
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
は
、
全
部
で
九

四
首
で
あ
る
が
、
真
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
の
六
首

で
、
そ
れ
以
外
は
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
表
記
で
あ
る
。
真
仮
名
で
記

さ
れ
た
六
首
の
う
ち
、「
ケ
リ
」
を
含
む
の
は
次
に
掲
げ
る
二
首
で
、

首 　１２

─　　─３７



先
に
掲
げ
た
『
源
平
闘
諍
録
』
と
同
じ
和
歌
で
あ
る
。

　
ケ
リ

　
　
　
太
山
木
乃
其
梢
共
見
得
左
利
志
桜
八
花
丹
顕
爾
計
李

 

（
巻
一
六
三
ウ
５
）

　
ケ
レ

　
　
　
桜
花
賀
茂
乃
河
風
宇
良
牟
南
与
散
遠
波
得
古
曽
不
留
計
礼

（
巻
一
四
六
オ
６
）

　『
源
平
闘
諍
録
』
と
熱
田
本
と
を
対
照
す
る
と
、「
ケ
リ
」
は
「
気

利
」
と
「
計
李
」、「
ケ
レ
」
は
「
希
連
」
と
「
計
礼
」
と
な
っ
て
お

り
、
同
文
で
あ
っ
て
も
用
字
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
成
立
年
代
は
大
き
く
異
な
る
が
、
真
福
寺
本
『
将
門 

』
の
和
歌

も
真
仮
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
連
体
形
「
ケ
ル
」
が
指
摘
で
き
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
確
認
を
し
た
用
字
と
は
重
な
ら
な
い
。

　
　
　
花
散
之
我
身
牟
不
成
吹
風
波
心
牟
遭
杵
物
爾
佐
利
計
留

 

（
四
四
６
）

　
韻
文
の
真
仮
名
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
軍
記
で
は
な

く
類
書
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
成
立
の
『
塵
荊 

』
に
引
か
れ
て
い

る
和
歌
に
真
仮
名
「
ケ
リ
」
の
用
例
が
あ
る
。

　
ケ
リ

取
渡
須
坂
田
乃
橋
乃
中
絶
手
稲
負
鳥 
渡  
佐  
利 
計
利

ワ
タ
サ
 ゞ
 
リ

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
下
二
〇
　
）
１１

　
ケ
ル 

 
 
別  
雷 
 
神 

ワ
ケ
イ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ 
志  
阿 
シ

ア 
礼  
波  
治  
爾 

レ

バ
ヲ
サ
マ
リ
ニ 
計  
留 
ケ

ル 
天
下 

ア
メ
ガ
シ
タ 
哉 カナ 記 　１３

抄 　１４

チ
ワ
ヤ
フ
ル

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
下
四
七
７
）

　「
ケ
リ
」
は
右
の
用
例
の
ほ
か
三
例
あ
り
、
全
て
「
計
利
」
で
あ
る
。

用
例
数
が
少
な
い
た
め
に
、
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
真
仮
名
を
表
記
主
体
と
す
る
真
名
本
で
あ
る
真
名
本
『
伊
勢
物

 

』
に
よ
っ
て
み
る
と
、「
ケ
リ
」
の
用
字
は
以
下
の
よ
う
に
な 

。

　
散
文
と
韻
文
と
の
違
い
は
あ
る
が
、『
応
永
記
』
や
『
塵
荊
抄
』
の

「
ケ
リ
」
の
用
字
は
、『
伊
勢
物
語
』
に
多
用
さ
れ
て
い
る
「
計
利
」

「
計
留
」「
計
礼
」
と
重
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
標
準
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　『
応
永
記
』
の
真
仮
名
「
ケ
リ
」
の
表
記
種
が
固
定
さ
れ
て
い
る
の

語 　１５

る 　１６

─　　─３８

ケ
リ

ケ
ル

ケ
レ

計
利

気
梨

遣
利

計
流

計
留

遣
留

計
礼

希
礼

気
礼
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は
、
真
仮
名
に
よ
る
表
現
性
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
小
書
き

の
「
ケ
リ
」
を
見
た
目
と
し
て
漢
字
の
よ
う
に
移
し
替
え
た
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
極
め
て
実
用
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
た
め
、
字
種
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

る
。

四
、
漢
字
の
「
ケ
リ
」

　
中
世
真
名
軍
記
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
小
書
き
や
真
仮

名
以
外
に
漢
字
表
記
「
梟
」
を
用
い
る
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
ケ

リ
」
に
限
ら
ず
「
社
」（
こ
そ
）、「
迚
」（
と
て
）
な
ど
漢
字
表
記
が

困
難
な
語
を
表
現
す
る
方
法
と
し
て
採
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
「
ケ
リ
」
を
表
記
す
る
真
名
軍
記
と
し

て
は
嘉
永
四
年
版
『
大
塔
物 

』
が
あ
り
、
全
三
〇
例
を
指
摘
で
き

る
。

　
ケ
ル

所
々
入 
部 
之 
使 
出 
或 
追
立 
或 
討 
殺 

　
ノ
 

　
ヲ
 

　
ハ
 

　
ハ
 

コ
ロ
シ 
梟 ケル 
社 
弓 
矢 
手 
合 
國
急
劇

　
ソ
 

　
ノ
 

　
セ

之 
始  
成  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
九
オ
７
）

　
ノ
 　
レ

　
ケ
レ

大
塔 
者  
敵 
陣 
差 
二 
輾 
四 
方 
一

日 
夜 
要
心 
理 

ハ
 　
ノ
 

サ
シ
 
シ
キ
リ
 

　
ニ
 

　
ノ
 

キ
ヒ
シ 
梟 
ケ
レ
ハ 
難 
レ

　
ク 
翔  
二

　
ケ
リ

飛 
鳥 
一

　
モ

彼 
等  
可 
二 
返 

ラ
 　
キ
 
　
シ 

遣  
一

　
ハ
ス 
方
便 

テ
タ
テ 

悉  
盡  
了  
失 
二 
爲  
方 
一

計
也

　
ク
 　
キ
 　
テ
 　
フ
 
　
ン
 　
ヲ

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
二
一
オ
５
）

　
ま
た
、
嘉
永
四
年
版
『
大
塔
物
語
』
で
は
漢
字
表
記
の
ほ
か
、
小

語 　１７

書
き
「
ケ
リ
」
も
存
す
る
。

今 
日  
帥 
者
長 
國 

ノ
イ
ク
サ
ハ

ニ 
承  
二

ハ
リ

奉 
行 
一 
軍 

ヲ

ノ 
可  
二

シ
ト

下
知 
仕 
一

ル
 
云  
長
秀

ケ
レ
ハ

 
呵
良
々
 々

カ
ラ
ヽ
ヽ
ト 

昭 
ワ
ラ
ツ
テ 

尤 　ト
モ 
 々　ト 
謂 　ケ

ル

間
諸
軍
勢 
聞 
レ 
之 

　
テ
 
　
ヲ 

那 　ン
ソ 

不 
レ

死
二 
折  
臂 

　
ン
 

セ
ツ
 ヒ
ノ

 
弄 ロウ 
言  
一

ケ
ン
ヲ 
各  
成 
二

一
騎
當 
千 
之

々
 　
シ
 

　
ノ

 
思  
一

我

　
ヒ
ヲ

 
先 　ニ
ト 
進   

（
一
二
ウ
３
）

　
ケ
リ

　
漢
字
に
よ
っ
て
「
ケ
リ
」
を
表
記
す
る
と
い
う
方
法
は
、
正
確
な

日
本
語
の
再
現
を
志
向
し
な
が
ら
も
見
た
目
が
漢
字
で
あ
る
真
仮
名

を
使
用
す
る
と
い
う
文
字
機
能
と
し
て
の
仮
名
の
部
分
を
捨
象
で
き

な
か
っ
た
問
題
を
解
消
し
た
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
漢
字
の
場
合
は

活
用
語
形
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、『
大
塔
物
語
』
で
は

「
梟
」
字
に
小
書
き
を
付
す
か
、
あ
る
い
は
「
梟
者
」（
ケ
ル
ハ
・
ケ

レ
バ
）、「
梟
社
」（
ケ
ル
コ
ソ
）
な
ど
定
型
化
し
て
「
梟
」
字
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
真
名
軍
記
に
限
ら
ず
「
ケ
リ
」
を
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
す
る
資
料

と
し
て
は
、
先
に
真
仮
名
の
用
例
を
掲
げ
た
『
塵
荊
抄
』
が
あ
る
。

真
仮
名
表
記
が
前
節
に
掲
げ
た
用
例
を
含
め
て
計
五
例
（「
ケ
リ
」
四

例
、「
ケ
ル
」
一
例
）
あ
り
、
漢
字
表
記
は
次
に
掲
げ
る
用
例
以
外
に

二
例
の
計
三
例
で
あ
る
。

　
ケ
リ

　
　
　
浪
多
加
躬
荒
磯
崎
乃
浜
松
和
琴
一
加
羅
乃
響
也
梟

 

（
下
三
七
二
２
）

　
先
の
真
名
軍
記
の
韻
文
に
お
い
て
は
、
助
動
詞
「
ケ
リ
」
は
真
仮

─　　─３９



名
で
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
用
例
で
は
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
用
例
で
は
真
仮
名
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
「
ケ
リ
」
を
漢
字
表

記
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
指
摘
に
留
め
て
お
く
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
「
ケ
リ
」
の
表
記
と
し
て
小
書
き
、
真
仮
名
、

漢
字
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
し
て
き
た
が
、
漢
字
と
小
書
き
に

加
え
、
本
行
片
仮
名
表
記
を
混
用
す
る
資
料
と
し
て
『
異
本
官
地 

』

が
あ
る
。『
官
地
論
』
は
、
長
享
年
間
（
一
四
八
七
〜
一
四
八
九
）
の

一
向
一
揆
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
一
本
と
し
て
漢
字
表
記
を
主
体

と
す
る
真
名
本
が
存
す
る
。
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
表
記
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
資
料
と
は
異
質
な
表
記
形
態
を
持
つ

『
異
本
官
地
論
』
に
つ
い
て
、
次
に
検
討
を
し
た
い
。

五
、『
異
本
官
地
論
』
の
「
ケ
リ
」

　『
異
本
官
地
論
』
の
「
ケ
リ
」
は
、
こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
こ
な

か
っ
た
、
小
書
き
で
は
な
く
本
行
に
カ
タ
カ
ナ
で
記
さ
れ
る
「
ケ
リ
」

が
存
す
る
。
そ
し
て
、
片
仮
名
、
漢
字
、
小
書
き
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用

例
数
は
、

　
　
片
仮
名
　
　
例
７４

　
　
漢
字
　
　
　
例
１２

　
　
小
書
き
　
５
例

と
な
っ
て
お
り
、
本
文
の
表
記
体
は
漢
字
を
主
体
と
す
る
真
名
本
で 論 　１８

あ
り
な
が
ら
も
「
ケ
リ
」
に
つ
い
て
は
片
仮
名
表
記
が
主
体
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　『
異
本
官
地
論
』
の
本
行
片
仮
名
、
漢
字
表
記
、
小
書
き
の
用
例
数

を
そ
れ
ぞ
れ
表
に
纏
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
章
段
は
、『
異
本

官
地
論
』
の
も
の
に
従
っ
て
い
る
。
章
段
ご
と
に
言
語
量
の
差
は
あ

る
も
の
の
、
全
体
的
な
分
布
の
把
握
の
た
め
に
章
段
に
従
っ
て
表
を

作
成
し
た
。

─　　─４０

章
　
　
段

佐
々
木
高
頼
追
討
事

富
樫
一
揆
退
治
訴
訟
付
高
尾
城
楯
籠
事

一
揆
和
歎
訴
訟
事
付
三
河
守
諫
言

一
揆
等
構
久
安
要
害
楯
籠
事

国
中
一
揆
蜂
起
高
尾
城
取
巻
事

本
郷
河
合
言
闘
事

於
大
乗
寺
一
揆
等
軍
評
定
事

越
中
官
軍
敗
北
事

高
尾
城
攻
事

城
中
酒
宴
磯
部
木
越
送
牒
状
事
付
返
牒
事

正
親
北
方
送
京
都
事

片
仮
名

１１１２４３４　１０４５

漢
字３７

小
書
き

１１



　
本
行
片
仮
名

正
親 
宣 
ケ
ル
ハ
、 
強 
不
レ

可
レ

作
レ 
罪 
、 

来 
世 

　
イ
 

チ
ニ
 

　
ヲ
 

　
ノ 

報  
一

。

　
イ
モ 

去
来 

イ
サ
ヤ

面
 々

 
腹  
宣 
ケ
レ
ハ
、

　
ヲ
 イ

 
左
承
候 

サ
リ
ト
テ

、 
畳 
五
六
十 
帖 
擲
二 
出 
広

タ
ヽ
ミ
 

テ
ウ
 

　
シ

 
庭 
一 
敷  
並  
既
欲 
レ 
切 
レ 
腹 
。 　
　
　
　
　
　
　
　 
（
六
〇
上
７
）

　
へ
 
シ
キ
テ
 　
ミ
 
イ
 

　
ン
ト
 　
ヲ

　
漢
字

従
老
衆 
至  

　
ル
マ
テ

若 
衆 
、 
参 
御 
前 
大
瓶 
共  
立  
並 
、 
無 
上 
下  
推  
並 
、

　
ニ
 

　
リ
 

　
ニ
 

　
ヲ
 　
テ
 　
へ
 

　
ク
 

　
モ
 　
シ
 　
ン
テ

 
被 
遊

レ

 
翫 
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
（
五
二
下
２
）

ケ
ル

　
小
書
き矢

倉
之
下
ト
ニ
ハ
鞍
置
馬
十
重 
廿 
重
引
立
、 

于
鬼 

　
タ

 
少

縁
 
一

タ
ヨ
リ
ト
ス
ル
ニ

、
輒 
可 
レ 
破  

見 
　
　
　
　
　
　 
（
四
六
上
　
）

　
ト
モ
 　
ル

１２

　
右
の
よ
う
に
、「
ケ
リ
」
の
表
記
と
し
て
は
三
通
り
見
ら
れ
、
片
仮

名
が
全
編
に
渡
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、

真
名
本
で
は
な
く
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
で
は
な
い
か
、
と
い
う
解

怖
二

ヲ
ソ
ロ
シ

切
レ

　
ラ
ン
ト

非
二

　
ン
ス
ハ

魅カ
ミ
ヲ

不
レ

　
ケ
リ

釈
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う
が
、
真
名
本
と
し
て
の
表
記
上
の
特
徴
も
指

摘
で 

、
片
仮
名
「
ケ
リ
」
は
日
本
語
の
再
現
性
の
た
め
に
使
用
さ

れ
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
行
片
仮
名
を
捉
え
る
と
、『
大
塔
物
語
』
の
諸
本
と

し
て
版
本
の
ほ
か
、
宮
内
庁
書
陵
部 

が
あ
る
が
、
こ
の
資
料
の
表

記
体
は
漢
字
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
片
仮
名
を
本
行
に
交
え
て
い
る
。

ま
た
、
小
書
き
や
漢
字
表
記
に
よ
る
「
ケ
リ
」
が
存
せ
ず
、
単
純
に

表
記
か
ら
の
み
捉
え
る
と
、
漢
字
を
主
体
と
す
る
漢
字
片
仮
名
混
じ

り
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
漢
字
表
記
の
み
の
冒
頭
部
と
本
行
片
仮

名
を
交
え
る
部
分
と
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
用
例
を
掲
げ
る
と
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

夫
政
者
天
下
泰
平
計
畧
國
土
安
穩
の
根
源
也
然
而
近
代
御
政
務

賞
罸
直
而
都
鄙
悉
令
靜
謐
上
下
誇
無
事
萬
民
詠
歡
樂
然
間
孰
不

貴
憲
法
之
裁
斷
誰
不
仰
簾
直
之
成
敗
乎
抑
信
濃
國
小
笠
原
信
濃

守
長
秀
親
遠
祖
長
清
祖
父
政
長
以
来
代
々
爲
任
補
守
護
職
所
也

 

（
一
オ
１
）

　
片
仮
名
が
な
く
、
漢
字
文
の
様
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
同
一
資
料

の
後
の
部
分
で
は
次
の
よ
う
に
片
仮
名
を
交
え
る
。

爰
ニ
古
米
入
道
一
人
不
食
之
而
廿
一
日
空
腹
角
飢
死
事
當
家
之

恥
辱
後
代
之
瑕
瑾
也
去
來
子
共
一
人
ツ
ヽ
忍
落
我
ラ
ハ
可
切
後

爾
有
者
永
継
名
字
ヘ
シ
ト
云
皆
々
同
此
義
ニ
先
古
米
入
道
常
葉

入
道
各
嫡
子
近
付
汝
等
能
々
承 

（
一
一
ウ
５
）

　
右
の
片
仮
名
混
用
部
分
の
片
仮
名
語
は
助
詞
助
動
詞
な
ど
の
語
で

き 　１９

本 　２０

─　　─４１

北
方
出
家
授
戒
事

槻
橋
八
屋
守
義
事

山
河
本
折
降
人
出
事

正
親
最
後
合
戦
事

正
親
最
後
士
卒
自
害
事

越
前
官
兵
敗
北
注
進
事

５７５５　１７

１１
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あ
り
、
漢
字
に
よ
る
日
本
語
形
の
再
現
に
困
難
が
伴
う
も
の
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
後
の
用
例
の
表
記
体
が
成
立
す
る
背
景
に
は
、
漢
字
文
を
志
向
し

つ
つ
も
助
詞
助
動
詞
な
ど
の
漢
字
文
に
は
馴
染
ま
な
い
語
を
片
仮
名

で
表
記
し
た
、
真
名
本
の
表
記
形
態
で
あ
る
と
捉
え
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

六
、
ま
と
め

　
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
が
ら
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
真
名
本
に
見
ら
れ
る
小
書
き
「
ケ
リ
」
は
、
背
後
に
あ

る
日
本
語
を
正
確
に
再
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
付
さ
れ

て
い
る
と
理
解
で
き
る
一
方
で
、
資
料
と
し
て
の
成
立
の
背
景
が
不

明
瞭
な
漢
字
文
に
つ
い
て
は
、
訓
点
で
あ
る
か
小
書
き
で
あ
る
か
の

判
断
は
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
真
仮
名
に
つ
い
て
は
、
韻
文
の
場
合
に
は
字
種
に
多
様
性
を
伺
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
の
範
囲
で
は
十
分
な
検
討
と
は
言
い
難
い
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
小
書
き
、
真
仮
名
の
問
題
点
で
あ
る
漢

字
文
と
し
て
の
異
質
性
を
解
消
す
る
こ
と
な
っ
た
が
、
日
本
語
形
の

再
現
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
最
後
に
、
一
見
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
と
思
わ
れ
る
表
記
形
態
の

部
分
を
持
つ
『
異
本
官
地
論
』
を
取
り
上
げ
、
本
行
に
片
仮
名
で
記

さ
れ
て
い
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
は
、
漢
字
文
を
志
向
し
な
が
ら
も
日

本
語
の
再
現
性
を
優
先
し
た
た
め
に
漢
字
文
中
に
残
さ
れ
た
可
能
性

を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
小

書
き
や
漢
字
の
「
ケ
リ
」
は
無
く
、
漢
字
片
仮
名
の
み
で
表
記
さ
れ

た
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
つ
い
て
も
真
名
本
を
志
向
し
た
表
記
形
態
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
た
だ
し
、
助
詞
助
動
詞
を
片
仮
名
書
き
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
真

名
化
の
方
法
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
結
局
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文

と
区
別
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
を
敷

衍
す
る
と
、
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
文
章

は
、
最
初
か
ら
漢
字
に
片
仮
名
を
混
ぜ
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
と
、

漢
字
文
を
志
向
し
な
が
ら
も
片
仮
名
を
混
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も

の
と
が
あ
る
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
世
の
漢
字
を
主
体
と
す
る
漢
字

片
仮
名
混
じ
り
文
に
つ
い
て
は
今
後
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、『
文
正

記
』
で
は
「
ツ
ラ
ツ
ラ
」
な
ど
の
擬
音
語
の
漢
字
表
記
な
ど
、
真
名

本
と
し
て
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
が
、「
ケ
リ
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
に
成
立
し
た
軍
記
で
は
真
仮
名
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
小
書
き
や
漢
字
表
記
の
「
ケ
リ
」
が
見
い
だ
せ
な
い
。
こ

の
事
実
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
真
名
本
と
す
る
よ
り

は
、
第
一
義
的
変
体
漢
文
に
近
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
あ

る
い
は
、
真
名
本
の
展
開
の
一
つ
と
捉
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お

け
る
工
夫
の
有
り
様
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最

後
に
こ
の
よ
う
な
工
夫
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
義
的
変
体
漢
文
に
始
ま
る
変
体
漢
文
の
歴
史
は
、
中
世
に

入
っ
て
第
二
義
的
変
体
漢
文
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
展

開
の
背
景
に
は
日
本
語
を
漢
字
に
よ
っ
て
正
確
に
再
現
す
る
と
い
う

意
識
が
垣
間
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
和
語
で
表
現
可
能
で
あ

る
語
を
漢
字
に
よ
り
正
確
に
日
本
語
表
現
を
し
よ
う
と
す
る
態
度
と

通
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
漢
語
が
和
製
漢
語
を
派
生
さ

せ
る
よ
う
に
、
漢
文
が
和
製
漢
文
を
派
生
さ
せ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ

も
日
本
語
と
し
て
の
再
現
性
を
求
め
る
展
開
を
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
語
の
歴
史
的
展
開
と
文
の
歴
史
的
展
開
と
が
時
代
を
同

じ
く
し
な
が
ら
変
化
し
て
ゆ
く
様
相
を
見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
う
。

注１
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
六
三
年
三
月
、
九
二
四
頁
）

２
　
峰
岸
明
「
記
録
体
」（『
岩
波
講
座
日
本
語
　
文
体
』
岩
波
書
店
、
一

１０

九
七
七
年
九
月
、
一
六
九
頁
）
に
、「
記
録
体
の
文
章
で
は
、
そ
の
国
語

文
が
漢
字
表
記
と
い
う
表
記
様
式
に
そ
の
姿
を
埋
没
し
て
い
」
る
と
し

て
い
る
。

３
　『
応
永
記
』
の
用
例
及
び
所
在
は
、『
古
典
資
料
７
　
応
永
記
・
明
徳

記
』（
す
み
や
書
房
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
）
に
よ
る
。

４
　
小
林
賢
章
氏
は
、「『
応
永
記
』
の
真
名
化
」（『
人
文
学
論
集
』
第
一

集
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）
に
お
い
て
「
小
書
き
」
と
さ
れ
て
い

る
。
稿
者
も
、
表
記
上
は
漢
文
訓
読
資
料
に
お
け
る
訓
点
と
同
様
で
は

あ
る
が
、
仮
名
本
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
「
小
書
き
」
と
す
る
。

５
　
小
林
賢
章
「『
応
永
記
』
の
真
名
化
」（『
人
文
学
論
集
』
第
一
集
、
大

阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）

６
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
六
三
年
三
月
、
六
二
頁
）
で
は
、「（
前
略
）
助
動
詞
「
け

り
」「
け
む
」「
ら
し
」」
な
り
（
推
定
伝
聞
）」
な
ど
は
、
奈
良
時
代
の

文
献
に
も
見
え
る
し
、
又
、
平
安
時
代
の
和
歌
や
和
文
に
も
見
出
さ
れ

る
。
所
が
こ
れ
に
反
し
て
訓
読
に
於
い
て
は
、
原
則
的
に
用
ゐ
ら
れ
な

い
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
三
二
六
頁
に
お
い
て
も
『
慈
恩
伝
古

点
』
の
用
例
に
つ
い
て
、「
ケ
リ
は
僅
か
五
例
で
す
べ
て
終
止
形
、
何
れ

も
詠
歎
の
意
に
用
ゐ
て
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。『
訓
点
語
彙
集
成
　
第

三
巻
』（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
に
よ
っ
て
も
、
助
動
詞
「
キ
」
の
用
例

数
に
比
し
て
少
な
く
、
ま
た
「
ケ
リ
」
の
活
用
形
も
終
止
形
が
多
い
こ

と
が
分
か
る
。

７
　
小
林
賢
章
「『
応
永
記
』
の
真
名
化
」（『
人
文
学
論
集
』
第
一
集
、
大

阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）

８
　
公
爵
前
田
家
育
徳
財
団
刊
行
『
真
名
本
平
家
物
語
』
に
よ
る
。

９
　
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
平
松
家
本
平
家
物

語
』（
清
文
堂
、
一
九
八
八
年
五
月
）

　
　
拙
稿
「
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
に
お
け
る
「
則
」
字
訓
に
つ
い
て
」（『
国

１０
文
学
攷
』
一
五
七
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
な
ど
。

　
　
用
例
は
、
神
道
大
系
編
纂
会
編
『
神
道
大
系
文
学
編
一
　
神
道
集
』

１１

─　　─４３



（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
二
月
）
に
よ
る
。

　
　
短
連
歌
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
首
と
数
え
て
い
る
。
以
下
、
他

１２
資
料
に
つ
い
て
も
同
じ
。

　
　
勉
誠
社
文
庫
『
将
門
記
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）
に
よ
る
。

１３　
　
市
古
貞
次
編
『
塵
荊
抄
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
四
年
一
月
）
に
よ
る
。

１４　
　
高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子
編
『
真
名
本
伊
勢
物
語
　
本
文
と
索
引
』（
新

１５
典
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
に
よ
っ
た
。

　
　
表
中
に
は
「
逃
利
」（
ニ
ケ
リ
）
の
よ
う
な
用
例
は
含
め
て
い
な
い
。

１６　
　
広
島
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

１７　
　
真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
大
系
真
宗
資
料
　
文
書
記
録
編
　
　
一
向
一

１８

１１

揆
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
に
よ
る
。

　
　
大
桑
斉
氏
が
、『
大
系
真
宗
資
料
　
文
書
記
録
編
　
　
一
向
一
揆
』

１９

１１

三
九
九
頁
に
お
い
て
「
ケ
リ
」
に
関
わ
る
指
摘
を
し
て
い
る
。

　
　
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。

２０

（
本
学
教
授
）
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